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1 はじめに 
この資料は、TMPV770対応シリアルフラッシュ書込みに関する簡易手順書になります。 
詳細な使用方法に関しましては、 
「microVIEW-Xross ユーザーズマニュアル(共通編)/(固有基本編)」をご覧ください。 

 

2 対応インストーラバージョン 
Device Model Supported Versions 

adviceXross 
SMX600 

 TMPV770 (Cortex-R4 DL0) 1.00 以降 
 
 

3 対応シリアルフラッシュ型名 
  以下のシリアルフラッシュに対応しています。 

SoC 名 対応シリアルフラッシュ 
メーカー 型名 容量 

 TMPV770 (Cortex-R4 DL0) Cypress 社製 S26KS512S(HyperFlash) 64MB 
 

4 対応機能 
 

No 機能 
1 シリアルフラッシュダウンロード(ベリファイ機能付き) 
2 シリアルフラッシュセクタ消去 
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5 事前準備 
スタートアップガイド(TMPV770編)を参照し、Cortex-R4 DL0 プロジェクトを作成してください。 
 

6 メモリマッピング設定 
Cortex-R4 DL0 に接続したプロジェクトから設定を行ってください。 
 

6.1 フラッシュメモリマッピング設定 
  ・メモリマッピングウィンドウを開きます。 

メニュー「環境」⇒「メモリマッピング」を選択してください。 

  
 
  ・選択後、以下のようにメモリマッピングウィンドウが表示されます。 

 
 
  ・マッピング設定を行います。 

メモリマッピングウィンドウを右クリックし、”追加”を選択します。 
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・メモリマッピング設定例 

 
 
 
 
 

 

フラッシュメモリ開始アドレス

(0x08000000)を設定 

フラッシュメモリを選択 

デバイス 1 選択時 

TMPV770_HF_S26KS512S_Dev1.frd 
デバイス 2 選択時 

TMPV770_HF_S26KS512S_Dev2.frd 
※frd ファイルは弊社サポートページよ

り取得してください。 

 

32bit x 1 を選択 

メモリマッピングに設定が反映されます。 
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6.2 ICE 作業用ユーザーRAM 設定 
必ず設定を行ってください。 
 
ICE 作業用ユーザーRAM には、ICE が占有可能な領域を設定してください。 

 
以下は、0x00800000 から 268KB サイズ分設定したときの設定例です。 
実際の設定は、お使いの SoC メモリマップを参照して設定してください。 

 
 
 

 
 

7 フラッシュメモリイレース 
microVIEW- Xross ユーザーズマニュアル（共通編）(mvwX_user_j.pdf)の 
「4.2 フラッシュメモリをイレース(消去)するには」をご覧ください。 
なお、メモリマッピング設定は本書に記載済みですので、その他についてご覧ください。 
 

8 フラッシュメモリダウンロード 
microVIEW- Xross ユーザーズマニュアル（共通編）(mvwX_user_j.pdf)の 
「5. ユーザープログラムをダウンロード／アップロードする」をご覧ください。 
なお、メモリマッピング設定は本書に記載済みですので、その他についてご覧ください。 
 
 

9 フラッシュメモリソフトウェアブレーク 
  非対応です。 
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10 Frd ファイルパラメータ設定 
 Frd ファイルの[ExpParam]以下のパラメータ設定を変更することで、下記の設定を変更することが可能です。 
 ・対象 Frd ファイル 
  TMPV770_HF_S26KS512S_Dev1.frd 
  TMPV770_HF_S26KS512S_Dev2.frd 
 ・記載フォーマット 
  Exp_Param#=<設定値> 

  ※<設定値>は 0x 付の 16 進数指定をしてください。 

   例：Exp_Param5 に 0x123456 を設定する場合 

Exp_Param5=0x123456 

○[ExpParam]セクション 
No パラメータ名称 内容 

1 Exp_Param1 変更しないでください 

2 Exp_Param2 変更しないでください 

3 Exp_Param3 変更しないでください 

4 Exp_Param4 SER レジスタ設定値 

 0x00000001 : Device1 

 0x00000002 : Device2 

5 Exp_Param5 SIIO_NORC_CKCTL Register 設定値 

6 Exp_Param6 SIMEMC_RDQSDELAY Register 設定値 

7 Exp_Param7 SIIO_PUDE3[15:5] Register 設定値(LSB 詰めで指定) 

8 Exp_Param8 SIIO_PUDSEL3[15:5] Register 設定値(LSB 詰めで指定) 

9 Exp_Param9 SIIO_DSEL9[31:20] Register 設定値(LSB 詰めで指定) 

10 Exp_Param10 SIIO_DSEL10 Register 設定値 

11 Exp_Param11 BAUDR Register 設定値 

12 Exp_Param12 DDR DRIVE EDGE Register 設定値 

13 Exp_Param13 変更しないでください 

14 Exp_Param14 「11.4セクタ部分追記書込みについて」を参照して変更し

てください。 
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11 注意・制限事項 
 

11.1 未対応機能 
 ICE 作業用 RAM を設定しないまま、以下の操作を行いますとエラーが表示されます。 
 ・フラッシュメモリのイレース 
 ・フラッシュメモリへのダウンロード 
 上記操作を行う前に、ICE 作業用 RAM を設定してください。 
 
 シリアルフラッシュ領域のソフトウェアブレーク設定には対応しておりません。 
 実行した場合はエラーが表示されます。 
 

11.2 フラッシュダウンロード時の接続コア 
 フラッシュダウンロード時の接続コアはTMPV770 Cortex-R4 DL0 のみサポートします。 
 microVIEW- Xross で Cortex-R4 DL0 に接続した環境で、フラッシュダウンロードを行ってください。 
 

11.3 シリアルフラッシュ固有のプロテクト機能について 
シリアルフラッシュには固有でプロテクト機能を持つものがあります。 
固有プロテクト機能を解除してから Flash 書き込みを行ってください。 

 
11.4 セクタ部分追記書込みについて 

Frdファイルの Exp_Param14 設定に応じて、フラッシュデータの追記書込みの有効無効を切り替え可能です。

必要に応じて下記の設定に書き換えてご使用ください。 
 Exp_Param14 設定値 説明 
セクタ部分追記書込み無効 0x0000001C ダウンロードを行う領域以外は 

0xFF(消去状態)となります。 
セクタ部分追記書込み有効 
(初期値) 

0x00000018 ダウンロード領域以外のデータを読み出し後、 
ダウンロードデータとマージして書き込みを行

います。 
データの追記が可能となりますが、追記書き込

み無効と比較しダウンロード時間が遅くなりま

す。 
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